今後の商品企画

　女性の家事時間は、少しずつではあるが減少傾向にある。男性の家事分担時間が増えていないことから、その大きな要因として、冷蔵庫・電子レンジ・洗濯機・衣類乾燥機・掃除機といった電化製品の普及が挙げられるであろう。今後の商品企画としては、家事の中で一番多くの時間を割いている「炊事」の負担を減らす電化製品に注目したい。
　炊事に関連する電化製品としては、冷蔵庫・電子レンジがある。これらの製品の改良も重要な課題ではあるが、普及率が高く、新規購入や買い替えの需要を多くは望めない。そこで、新しく購入していただける電化製品である「食器洗い乾燥機」の製造・販売に力を入れていく必要がある。

表 A　平日家事時間の変化と比率（全員平均時間）[footnoteRef:1] [1:  X出版「でいりーらいふ」20XX年5月号より作成] 

	
	時間（分）
	比率（％）

	
	女性
	男性
	女性
	男性

	平成 2年
	240
	28
	89.6
	10.4

	7年
	232
	34
	87.2
	12.8

	12年
	226
	30
	88.3
	11.7

	16年
	226
	30
	88.3
	11.7



表 B　主要耐久消費財普及率の推移（単位：％）[footnoteRef:2] [2:  毎朝新聞「消費者調査」（20XX年4月22日朝刊）より作成] 

	
	冷蔵庫
	電子
レンジ
	洗濯機
	衣類
乾燥機
	掃除機
	食器洗い
乾燥機

	平成12年
	97.7
	94.3
	98.9
	21.3
	97.9
	2.4

	13年
	98.7
	94.8
	99.7
	21.5
	98.1
	3.7

	14年
	98.7
	95.5
	99.3
	23.0
	97.8
	5.9

	15年
	99.2
	95.4
	99.4
	23.3
	98.5
	9.6

	16年
	98.2
	96.7
	99.0
	23.0
	97.6
	15.7
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グラフ 1　家事時間の時系列変化（女性：平日　全員平均時間）



シェアを拡大するには？

 普及率と購入希望率 
· 普及率は約15％と、他の電化製品に比べて低い
· 普及率、購入希望率ともに、毎年1.5倍以上の伸び
· 購入希望率が約35％と、購買意欲は高い
· 今後、成長が期待できる市場

 シェアを拡大するには 
· 平成14年をピークに国内シェアが年々下降
· 他社製品より劣る機能を徹底調査
· 消費者が求める機能・価格帯の市場調査が必要
· まずは、国内シェア30％超を目指す
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[bookmark: _GoBack]グラフ 2　普及率・購入希望率と国内シェア

株式会社ハウスワーク[footnoteRef:3]　資料 [3:  市場調査会社] 
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